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品
な
ど
の
、
器
械
史
の
位
置
づ
げ
や
、
広
く
普
及
し
、
多
く
の
医
師

に
よ
り
改
良
改
造
さ
れ
た
器
械
の
場
合
、
ど
の
時
点
を
オ
リ
ジ
ナ
ル

と
す
る
の
か
、
と
い
う
分
類
の
問
題
。
さ
ら
に
完
全
に
レ
ス
ト
ア
す

べ
き
か
ど
う
か
を
含
め
、
修
理
、
保
守
管
理
の
問
題
。
中
で
も
大
き

な
も
の
は
手
術
室
小
部
屋
ほ
ど
に
な
る
器
械
の
、
大
き
さ
、
重
量
一、

並
び
に
数
量
に
関
わ
る
保
存
ス
ペ

ー
ス
の
問
題
は
深
刻
で
あ
る
。
筆

者
も
既
に
個
人
と
し
て
保
守
管
理
お
よ
び
整
理
の
段
階
を
超
え
た
数

量
の
蒐
集
品
に
苦
慮
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
保
守
管
理
の
た
め
に
は

特
に
湿
度
、
温
度
が
二
疋
に
保
て
る
保
管
場
所
が
、
整
理
の
た
め
に

は
器
械
史
に
造
詣
の
深
い
人
物
が
必
要
と
な
る
。
私
的
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
将
来
、
文
化
財
と
し
て
一
般
に
公
開
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の

た
め
に
は
博
物
館
的
な
施
設
の
設
立
運
営
、
財
団
法
人
化
を
痛
感
す

る
が
、
そ
の
意
味
で
個
人
で
の
保
存
能
力
は
極
め
て
低
く
限
度
が
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
所
蔵
器
械
の
一
つ
一
つ
が
三

次
元
的
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
、
器
械
の
使
用
法
な
ど
を
含
め
多
く

の
項
目
に
よ
っ
て
検
索
が
で
き
る
デ

l
タ
l
べ
l
ス
を
備
え
た
バ

ー

チ
ャ
ル
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
と
し
て
の
ロ
i
月
O
冨

の
作
成
を
考
え
完
成
に

近
づ
け
た
い
。
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裏
庭
の
書
庫
の
管
理
と
蔵
書
の
寄
贈

唐－

沢

信

安

医
学
史
の
勉
強
と
、
地
域
医
療
の
一
端
を
担
う
医
師
と
し
て
老
令

化
し
た
私
の
健
康
の
管
理
の
二
点
は
、
何
時
も
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た

め
に
苦
労
す
る
毎
日
で
あ
る
。

医
学
史
の
資
料
に
し
て
も
、
余
り
多
く
な
る
と
、
そ
の
管
理
と
保

存
に
思
わ
ぬ
困
難
な
状
態
を
招
い
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
毎
朝
、
天
候

と
湿
度
を
見
て
は
、
換
気
扇
か
、
ク
ー
ラ
ー
の
い
ず
れ
か
の
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
る
の
が
、
日
課
と
し
て
強
い
ら
れ
る
。

裏
庭
の
書
庫
に
は
、
約
十
数
年
か
け
て
集
め
た
、
済
生
学
舎
に
関

す
る
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
全
国
か
ら
集
め

た
多
く
の
学
生
達
の
筆
記
ノ

l
ト
や
教
科
書
、
長
谷
川
泰
や
部
下
の

教
師
達
の
書
簡
を
含
め
て
数
百
点
の
貴
重
な
資
料
の
数
々
が
分
類
さ

れ
て
山
積
と
な
っ
て
い
る。

特
に
、
学
生
達
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
明
治
期
の
「
顕
微
鏡
」
や

「
細
菌
学

・
病
理
学
の
標
本
」
を
個
人
で
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、

は
困
難
と
な
っ
て
き
た
。



特集号 (1999)

自
分
に
と
っ
て
大
切
な
資
料
も
、
そ
の
価
値
を
認
め
な
い
人
々
に

と
っ
て
は
、
単
な
る
紙
屑
の
山
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
自
分
の
生
命
の

充
実
し
た
内
に
、
こ
の
古
書
及
び
資
料
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
し
た
。

付

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
へ
の
寄
贈

大
滝
紀
雄
先
生
に
御
願
い
し
て
、
本
年
こ
九
九
八
）
三
月
十
七
日
、

高
木
兼
寛
先
生
の
書
、
初
期
の
医
学
生
の
筆
記
ノ

l
ト
・
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
の
描
い
た
と
思
わ
れ
る
人
体
解
剖
書

・
成
医
会
講
習
所
の
学
生

と
、
海
軍
軍
医
学
校
の
学
生
の
並
ん
だ
写
真
等
を
、
直
接
岡
村
哲
夫

学
長
先
生
に
お
渡
し
し
て
慈
恵
会
医
科
大
学
の
資
料
館
に
納
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

同
神
戸
大
学
医
学
部
に
寄
贈

岡
田
安
弘
生
理
学
教
授
の
御
来
訪
を
受
け
、
神
戸
医
学
校
生
「
池

田
宇
之
助
」
の
講
義
筆
記
ノ

l
ト

（
明
治
十
八
年
）
の
内
科
学
・外
科

学
等
八
冊
を
寄
贈
し
、
神
戸
大
学
医
学
部
五
十
年
史
に
掲
載
さ
れ
た
。

同
日
本
医
科
大
学
校
史
編
纂
室
へ
寄
贈

数
百
冊
の
「
済
生
学
舎
」
の
資
料
、
全
て
を
寄
贈
し
て
、
自
分
の

医
史
学
研
績
の
指
標
と
し
た
い
。
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古
河
市
に
あ
る
医
学
資
料
と
保
存

｝｜｜ 

島

’陶

あ
づ
ま
う
た

関
東
平
野
の
中
心
古
河
の
地
は
万
葉
東
歌
の
頃
か
ら
平
安

・
鎌

倉

・
室
町
へ
と
武
士
矯
据
の
地
で
あ
り
、
室
町
末
か
ら
足
利
氏
鎌
倉

幕
府
が
古
河
に
逃
避
し
て
来
た
為
に
、
初
代
足
利
成
氏
か
ら
二
代
政

氏
の
移
行
期
に
阪
東
足
利
学
校
か
ら
医
聖
田
代
三
喜
を
迎
え
た
。

そ
れ
で
戦
乱
関
西
を
避
け
て
足
利
学
校
に
学
ん
で
い
た
曲
直
瀬
道

三
が
学
成
っ
て
、
京
へ
の
帰
路
古
河
の
三
喜
に
入
門
し
て
李
朱
医
学

を
学
ん
だ
。

古
河
に
は
三
喜
の
墓
と
、
三
喜

・
道
三
と
が
死
の
別
れ
に
二
人
の

涙
を
硯
に
落
と
し
て
書
い
た
医
書
「
涙
墨
紙
」
の
み
が
残
っ
た
（
古

河
歴
史
博
物
館
蔵
）
。
三
喜
の
木
像
・
過
去
帖
は
古
河
市
一
向
寺
に
あ

る。
江
戸
時
代
徳
川
幕
府
と
な
る
と
岩
槻

・
古
河
・
宇
都
宮
は
日
光
街

道
の
将
軍
宿
城
の
重
要
拠
点
と
な
っ
た
為
に
多
数
の
有
力
譜
代
大
名

が
交
代
で
来
城
し
、
初
代
小
笠
原
か
ら
松
平
（
熊
沢
蕃
山
の
墓
）
、
奥
平


